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令和 4年 4月（1） 八 束 公 民 館

中海・江島大橋

観音寺　天井画

牡丹

天井画制作風景：アトリエにて

国宝・松江城天守

私
は
、「
小
江
戸
川
越
」
と
呼
ば
れ
、
蔵
の
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る
埼

玉
県
川
越
市
の
出
身
で
す
。
縁
あ
っ
て
大
根
島
の
女
性
と
結
婚
し
、
平
成

十
二
年
（
２
０
０
０
年
）
春
に
、
八
束
町
遅
江
に
転
居
し
ま
し
た
。
同
年

秋
に
は
、
町
民
会
館
で
絵
画
展
を
開
催
し
、
町
内
外
の
多
く
の
方
々
に
ご

高
覧
頂
き
ま
し
た
こ
と
が
つ
い
昨
日
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
観
音
寺
（
波

入
）
の
先
代
竹
谷
玄
教
住
職
の
お
誘
い
で
、
波
入
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
方

達
と
世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
石
見
銀
山
遺
跡
、
三
瓶
山
へ
の
ス
ケ
ッ
チ

旅
行
に
同
行
し
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
で
す
。

そ
の
竹
谷
住
職
よ
り
、
観
音
寺
再
現
に
際
し
、
天
井
画
の
制
作
依
頼
を

お
受
け
し
た
の
が
、
平
成
十
三
年
の
秋
で
し
た
。
半
畳
の
征ま

さ

目
板
を
二
十

枚
縦
横
交
互
に
天
井
に
配
置
す
る
こ
と
や
、
中
心
に
向
け
て
絵
を
並
べ
る

こ
と
、
ま
た
刺と

げ

の
無
い
花
と
い
う
諸
条
件
を
基
に
図
面
を
書
き
、
白
華

山
観
音
寺
と
い
う
名
に
ち
な
ん
で
白
を
基
調
に
四
季
の
花
を
選
び
、
①
花

の
ス
ケ
ッ
チ
、
②
実
寸
大
の
画
用
紙
に
構
図
を
考
え
下
絵
を
描
き
、
③
下

絵
を
透
写
紙
に
写
し
、
④
そ
れ
を
板
に
写
し
着
色
し
て
本
画
完
成
、
と
い

う
手
順
で
制
作
に
没
頭
。
そ
の
よ
う
な
充
実
し
た
月
日
を
経
、
十
四
年
に

二
十
点
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。
画
家
冥
利
に
尽
き
る
仕
事
を
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ご
縁
が
結
ん
だ
天
井
画
で
し
ょ
う
か
。

海
の
無
い
埼
玉
県
で
育
ち
ま
し
た
私
に
は
、
山
陰
の
風
景
は
大
変
新
鮮

で
し
た
。
最
初
は
妻
に
教
え
ら
れ
た
入
江
の
廃
船
と
、
嫁
ケ
島
に
似
て
い

る
京
島
風
景
を
描
き
、
そ
れ
か
ら
島
根
半
島
の
海
の
色
の
美
し
さ
に
感
動

し
な
が
ら
、
美
保
関
灯
台
、
惣
津
、
大
芦
須
々
海
海
岸
等
、
ま
た
江
島
大

橋
、
四
季
の
大
山
と
数
え
上
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
ほ
ど
色
々
と
描
き
ま
し

た
。
松
江
城
を
見
た
時
に
は
、
そ
の
存
在
感
と
美
し
い
姿
に
感
動
し
立
ち

す
く
む
ほ
ど
で
し
た
。
若
い
時
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
自
画
像
を
見
た
時
と

同
じ
感
動
で
し
た
。

「
人
生
は
短
く
、
芸
術
は
長
し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
日
で
も
長
く

絵
筆
を
持
て
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
八
束
町
の
牡
丹
、美
し
い
山
陰
の
風
景
、

結
実
シ
リ
ー
ズ
の
果
実
を
配
し
た
静
物
画
を
こ
れ
か
ら
も
描
い
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

美しい山陰
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美
を
求
め
て

花
・
風
景
・
静
物
を
描
く

画 

家
　
門 

脇 

政 

男

（
八
束
町
遅
江
在
住
）



令和 4年 4月 （2）八 束 公 民 館

『
町
の
公
共
交
通
を
考
え
る
』

地
域
課
題
シ
リ
ー
ズ
③

町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
現
状

安
部
（
敏
）：
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
は
、
平
成
17
年
3
月
の
市
町

村
合
併
前
に
、
鳥
取
県
境
港
市
間
の

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
対
策
と
し

て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ

ミ
バ
ス
利
用
促
進
協
議
会
で
の
話
し

合
い
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、

現
在
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
運
行
便
数
が
1
日

3
往
復
と
少
な
く
、
1
便
当
た
り
の

乗
車
人
数
も
2
人
程
度
と
乗
合
運
行

と
し
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
昨
年

の
12
月
16
日
に
「
八
束
町
の
公
共
交

通
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
本
日
は
、「
考
え
る
会
」
役
員

で
各
団
体
の
会
長
さ
ん
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

渡
部
：
私
は
、
八
束
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
を
代
表
し
て
、
コ
ミ
バ
ス
利

用
促
進
協
議
会
に
係
わ
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
は
、
利
用
促
進
を
目
的

に
全
地
区
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
時
、
入
江
、

二
子
、
寺
津
、
亀
尻
地
区
は
運
行
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
査
し
た
と

こ
ろ
全
地
区
に
乗
り
入
れ
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
回
答
が
多
く
あ
り
、
ま
た

今
は
自
家
用
車
を
運
転
し
て
い
る
が
、

将
来
は
コ
ミ
バ
ス
を
利
用
し
た
い
、

と
い
っ
た
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
5
年
に
な
り
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
は
益
々
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

安
部
（
吉
）：
私
も
、
八
束
地
区
自
治
会
連

合
会
会
長
の
立
場
か
ら
、
コ
ミ
バ
ス
利

用
促
進
協
議
会
に
係
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
渡
部
会
長
の
話
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
当
初
の
コ
ミ
バ
ス
は
全
地
区
を

運
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、

二
子
、
寺
津
、
亀
尻
地
区
は
松
江
市

街
地
方
面
行
き
の
市
バ
ス
便
も
少
な

く
、
中
央
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

も
タ
ク
シ
ー
や
歩
い
て
い
く
状
況
で

し
た
。
今
回
、
是
非
と
も
交
通
弱
者

へ
の
対
策
に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。

橘
：
今
、
八
束
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
と
し
て
地
域
福
祉
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
、
団
塊
の
世

代
で
間
も
な
く
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
で
す
。
そ
の
団
塊
世
代
が
、

2
0
2
5
年
に
は
75
歳
以
上
に
な
る
、

い
わ
ゆ
る
「
2
0
2
5
年
問
題
（
人

八
束
町
内
に
住
む
運
転
免
許
所
有
者
の
日
常
生
活
は
、
自
ら
自
家
用
車
を
運
転
し
、
町
内
外
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
病
院
等
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
、
高
齢
等
を
理
由

に
運
転
免
許
証
を
返
納
す
れ
ば
、そ
の
日
か
ら
自
家
用
車
の
無
い
生
活
と
な
り
、公
共
交
通
（
バ
ス
）

に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
長
寿
（
交
通
弱
者
）
社
会
に
対
応
で
き
る
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
て
実
施
。）

特集

第 13回

座談会

渡部　建志さん
（寺津）

安部　吉輝さん
（二子）

〈左から（敬称略）〉渡部建志、安部敏樹、
斉間康浩、安部吉輝、橘一秀



令和 4年 4月（3） 八 束 公 民 館

口
と
労
働
力
、
医
療
、
介
護
、
社
会

保
障
費
、
空
き
家
）」
も
間
近
に
迫

り
ま
し
た
が
、
地
方
で
は
も
う
一
つ

交
通
弱
者
へ
の
対
策
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
元
気

で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
八
束

町
に
し
た
い
で
す
ね
。

安
部
（
敏
）：
本
町
は
、
地
形
的
に
は
起

伏
の
少
な
い
二
つ
の
島
で
、
集
落
内

は
狭
隘
で
幅
員
の
狭
い
道
路
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
を
除
け
ば
東
西
南
北

網
目
状
に
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
ま
で
10
〜

15
分
程
度
と
立
地
条
件
の
良
い
町
で

す
。
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
日

は
、
松
江
市
役
所
の
斉
間
交
通
政
策

課
長
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
考
え
る
会
」
で
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

市
の
新
た
な
交
通
施
策
等
に
つ
い
て
、

ご
説
明
願
い
ま
す
。

新
交
通

「
A
I
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」導
入

斉
間
：
本
日
は
、
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

の
12
月
か
ら
「
八
束
町
の
公
共
交
通

を
考
え
る
会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見

等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
、
公
共
交
通
の
運
行
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
、
本
町
は
こ
の
問
題

に
い
ち
早
く
対
応
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ

て
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ま
方
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
市
と
し
て
ご
提
案
で
き
ま
す

の
は
、「
次
世
代
型
（
Ａ
Ｉ
）
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
交
通
で
す
。
下
の

イ
ラ
ス
ト
図
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
行
の「
コ
ミ
バ
ス
」

と
の
大
き
な
違
い
は
、
時
刻
表
が
無

く
、
電
話
か
ス
マ
ホ
で
予
約
し
、
自

宅
付
近
の
乗
り
場
か
ら
目
的
地
周
辺

ま
で
乗
車
で
き
る
バ
ス
で
す
。
利
点

は
、
①
コ
ミ
バ
ス
に
比
べ
寄
り
道
が

少
な
い
の
で
移
動
時
間
が
短
い
。
②

乗
り
た
い
時
に
電
話
か
ス
マ
ホ
で
呼

べ
る
。
③
当
日
予
約
や
事
前
予
約
、

往
復
予
約
が
で
き
る
。
④
自
宅
に
近

い
公
道
沿
い
に
「
乗
降
場
所
」
を
設

置
す
る
た
め
、
徒
歩
で
の
移
動
距
離

が
短
い
、
な
ど
で
す
。

橘
：
改
め
て
、
斉
間
課
長
か
ら
新
た
な
試

み
の
「
次
世
代
型
（
Ａ
Ｉ
）
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
」
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ

い
て
は
「
考
え
る
会
」
で
も
提
案
さ

れ
協
議
し
ま
し
た
が
、
委
員
の
皆
様

に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
本
町
で
の
取
り
組
み
と
し
て
十

分
検
討
に
値
す
る
内
容
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
こ
の
試
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
検
討
結
果
を
「
八
束
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
促
進
協

議
会
」
に
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
＊�

後
日
、
八
束
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
利
用
促
進
協
議
会
に
提
案
し
、

令
和
5
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

了
承
さ
れ
た
。）

■現行のコミュニティバスとの違いは？

コミバスよりも寄り道がコミバスよりも寄り道がコミバスよりも寄り道がコミバスよりも寄り道が
少ないので少ないので少ないので少ないので移動時間が移動時間が移動時間が移動時間が
短くて短くて短くて短くていいね。いいね。いいね。いいね。

乗りたい時に呼べる乗りたい時に呼べる乗りたい時に呼べる乗りたい時に呼べるのののの
が便利。時刻表を気にが便利。時刻表を気にが便利。時刻表を気にが便利。時刻表を気に
せずに利用できるね。せずに利用できるね。せずに利用できるね。せずに利用できるね。

当日だけではなく当日だけではなく当日だけではなく当日だけではなく
事前予約事前予約事前予約事前予約ももももできますできますできますできます！！！！

往復のご予約往復のご予約往復のご予約往復のご予約もできもできもできもでき
ますよ。ますよ。ますよ。ますよ。

乗降場所も増えて乗降場所も増えて乗降場所も増えて乗降場所も増えて、、、、
ヴェルデやヴェルデやヴェルデやヴェルデや吉岡医院・吉岡医院・吉岡医院・吉岡医院・
門脇医院門脇医院門脇医院門脇医院もいけます！もいけます！もいけます！もいけます！

自宅付近から
診察時間に合わ
せて吉岡医院へ

診察後、そ
の場で予
約してヴェ
ルデへ

吉岡医院

ヴェルデ

次世代型（次世代型（次世代型（次世代型（AI）オンデマンドバス）オンデマンドバス）オンデマンドバス）オンデマンドバス

〈イメージ図〉

※現行の 八束町↔JR境港駅方面 も運行します。

買い物後、予約
して自宅付近へ

ご自宅ご自宅ご自宅ご自宅

乗降場所乗降場所乗降場所乗降場所

《
座
談
会
　
メ
ン
バ
ー
》

①
市
交
通
政
策
課�

課
長
　
斉
間
　
康
浩

②
八
束
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
　
橘
　
　
一
秀

③
八
束
地
区
自
治
会
連
合
会

�

会
長
　
安
部
　
吉
輝

④
八
束
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
渡
部
　
建
志
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令和 4年 4月 （4）八 束 公 民 館

あ
と
が
き

大
根
島
⑦
　「
栽
培
技
術
」

大
根
島
の
牡
丹
は
、
明
治

15
年
（
1
4
0
年
前
）、
兵
庫
県

宝
塚
市
等
か
ら
持
ち
帰
っ
た

「
上
方
牡
丹
」
が
、
現
在
の
改
良

種
栽
培
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
30
年
（
67
年
前
）
頃
か

ら
、
芍
薬
を
台
木
に
牡
丹
の
芽

を
接
ぐ
技
術
に
よ
り
、
生
産
量

が
飛
躍
的
に
増
え
、
海
外
に
も

輸
出
。

平
成
元
年
（
33
年
前
）
に
は
、

牡
丹
苗
に
人
工
的
に
冬
の
気
候

を
感
じ
さ
せ
る
花
木
低
温
技
術

を
開
発
。
こ
れ
は
苗
の
生
育
を

一
定
期
間
低
温
で
抑
制
し
、
9

月
頃
か
ら
ハ
ウ
ス
に
移
し
て
加

温
す
る
技
術
で
す
。
年
末
か
ら

正
月
に
か
け
て
東
京
市
場
等
に

出
荷
す
る
と
、
冬
に
咲
く
切
り

花
牡
丹
が
一
大
ブ
ー
ム
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
鉢
植
え
牡

丹
が
贈
答
用
と
し
て
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。

長
年
、
生
産
者
の
栽
培
技

術
や
新
品
種
作
出
の
努
力
に
よ

り
、
3
5
0
品
種
以
上
の
牡
丹

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。（
池
）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
自
然
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉
。

「
─
だ
か
ら
、
人
間
存
在
と
ま
わ
り
の
自
然
環
境
は
決
し
て
別
の
も

の
で
は
な
い
。
依え

正
し
ょ
う

不ふ

二に

と
い
う
天
台
の
言
葉
で
は
、
こ
う
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
は
自
然
界
に
対
し
て
、

人
為
的
な
力
を
加
え
、
働
き
か
け
て
生
き
て
い
く
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
全
体
と
し
て
自
然
を
生
か
し
、
し
か
も
自
然
と
と
も
に
生
き
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
道
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
自
然
に
随
順
し
て
生
き
よ
う
と
い
う
こ
と

は
、
仏
典
の
中
に
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。」

（
中
村
元
「
人
生
を
考
え
る
」
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
仏
教
の
四
つ
の
尊
い
真
理
（
四
聖
諦
）
に
つ
い
て

述
べ
た
中
の
言
葉
。

「
─
今
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
日
本
語
で
は
諦

あ
き
ら
め
る
と
い
う

の
は
断
念
す
る
、
放
棄
す
る
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
事
象
を
明
ら
か
に
見
極
め
る
と
い
う
意
味
か
ら
変
化
し
た
意

味
で
す
。
人
間
関
係
は
複
雑
で
昔
も
今
も
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
の
事
象
を
明
ら
か
に
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
こ

れ
が
原
始
仏
教
の
説
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。」

（
中
村
元
「
温
か
な
こ
こ
ろ
」
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
自
己
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉
。

「
し
か
し
考
え
て
み
ま
す
と
、
他
人
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
自
己
と
い
う

も
の
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
の
生
き
て
い
る
環
境
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
自
己
と
い
う
も
の
も
あ
り
得
な
い
わ
け
で
、
自
己
が
形
成
さ

れ
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
、
条
件
、
状
況
が
加
わ
っ
て
い
る
の

で
す
。
つ
ま
り
、
ぽ
つ
ん
と
抽
象
的
な
自
己
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
教
的
に
こ
れ
を
表
現
す
れ
ば
、
華
厳

の
思
想
で
い
う『
重
々
無
尽
の
縁
起
』の
関
係
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
─
」

（
中
村
元
「『
仏
教
の
神
髄
』
を
語
る
」
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
悪
の
抑
止
に
つ
い
て
述
べ
た
中
の
言
葉
。

「
─
そ
こ
で
善
の
実
行
と
悪
の
不
実
行
と
は
楯
の
両
面
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
す
。『
善
に
よ
っ
て
悪
に
打
ち
克
て
』『
身
と
口
と
意
と
の

悪
い
行
い
を
捨
て
て
、
身
と
口
と
意
と
に
よ
っ
て
善
を
行
え
』（「
ダ

ン
マ
パ
ダ
」）
仏
教
で
は
、
し
か
も
『
善
は
急
げ
』
と
い
う
こ
と
を
強

調
す
る
。
人
は
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。」

（
中
村
元
「『
仏
教
の
神
髄
』
を
語
る
」
よ
り
。）

令
和
三
年
十
二
月
掲
示

令
和
四
年
一
月
掲
示

令
和
四
年
二
月
掲
示

令
和
四
年
三
月
掲
示

　松江市出身でインド哲学・仏教学の世界的権威、中村元
博士が残した慈しみあふれる言葉を、八束町中央の「八束
複合施設」正面玄関東横にある掲示板で毎月紹介します。
掲示内容は「中村博士自身が述べた言葉」の中から、中
村元記念館の加藤千乃学芸員が選び、公民館で書道を学
ぶ「中央書道サークル（橘淳子代表）」のメンバーが中心と
なって毛筆でしたためます。

中村元博士が残した『慈しみあふれる言葉』を紹介します●❼

市
立
義
務
教
育
学
校
八
束

学
園  

葛
西
秀
也
学
園
長

を
囲
ん
で
、
9
年
生（
学
園

生
会
役
員
）の
皆
さ
ん


